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浮遊性有孔虫は 0 種についての定量的な変遷に基づき，海洋表層環境の変遷を論じた。また 50 種程の種か
らなる底生有孔虫群集について，溶存酸素濃度の指標種群を，富酸素群，低酸素群，貧酸素群に分類される
ものに抽出し，それらの群集構成，産出頻度等に基づいて，底層環境を論じた。
　その結果，氷期から完新世への過渡期に，底生・浮遊性有孔虫群集とも顕著な変動が観察され，ラミナ発
達層中に貧酸素種群が卓越することを確認した。さらに高解像度分析で，この貧酸素環境への変化が 00～
200 年の短期間でくりかえし発生していたことを明らかにした。表層生物生産性指標として用いた浮遊性有
孔虫群集から，融氷期に特に生産性が最大となり，その変動パターンが底生有孔虫の変動とも対応がつくこ
とが判明した。すなわち表層の生産性増加と底層における貧酸素化が同時に発生していたことが明らかに
なった。
　これらを総合的に解釈すると，本地域において表層生産性は氷期に低く，融氷期に最大となると同時に底
層の溶存酸素が低下することになる。さらに完新世から現在にいたる表層と底層の環境変動についてもこれ
までにない詳細な変遷を示した。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　最近のグリーンランド氷床に基づく第四紀の古環境変遷などの研究から，氷期や間氷期における数百年単
位の寒冷化や温暖化などの現象と，その変遷原因などの議論が活発に行われ，ヤンガードリアス寒冷期など
の短期的な気候変動が日本近海でも捉えられるか否かの検証がすすんでいる。
　芝原暁彦君の研究は，最終氷期から現在に至る期間の古海洋環境変遷を強く反映すると予測した下北・十
勝沖の亜寒冷・冷温帯境界付近の表層環境で，そこの表層生物生産性と古水温などの表層環境の対応を，有
孔虫群集解析から高解像度で解析したものである。さらに氷期から現在の間氷期にいたる表層生産性と底層
における溶存酸素変遷について検証するため，研究には，酸素極小層に直結する ,000m 程度の深度の堆積
物を用いることで，海洋表層と底層環境の対応について論じたものである。
　底生・浮遊性有孔虫群集の解析の結果，本地域における氷期では表層の生物生産が低く，融氷期では表層
生物生産が最大となり，その最大化に連動して底層の溶存酸素濃度が低下することを明らかにした。さら
に完新世では表層生産性は融氷期に比較して低下するが，氷期よりは高いことを示し，現在から過去 34,000
年間の底層の溶存酸素変遷過程を明確にした。
　これら海洋表層と酸素極小層に対応する深度 ,000m 程度の底層をつなぐ研究視点，表層と底層の関連性
の考察，さらにラミナ卓越層の高解像度解析などは，これまでにない過去 34,000 年間の詳細な古環境変遷
を具体化しており，第四紀海洋古環境変遷を考察する際の，ひとつの指標となる国際的研究成果として注目
される研究である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
